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煩悩を払う百八の除夜の鐘とともに明けた平

成 2年元旦。 県内は雪が降ったりやんだりのま

ずまずの天気に恵まれ、 どこの神社も初もうで

の市民がどっと繰り出した。 

日本髪に晴れ着を着飾った娘さんや、親子づ

れがさい銭を投げ入れ、大鈴をふって一心にお

祈り。 

合格祈願のお札や魔除けの幸運の矢を手に、 

にぎやかに家路に着きました。 

鎌谷町・神明宮神社て、 
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毎
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じ

こ
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で
く
だ
さ
い
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 き
っ
と
お
役
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立
ち
ま

す
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毎
回
可
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。



「
 

ク暴
 力
の
な
い
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
）
 

五
所
川
原
地
区
暴
力
追
放
推

進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
、
十
 

・
 

二
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
半

か
ら
市
中
央
公
民
館
に
五
所
川
 

設
立
総
会
で
は
、
発
起
人
代

表
の
佐
々
木
市
長
があ
い
さ
つ

し
た
あ
と
議
事
に入
り
、
暴
力

相
談
所
の
開
設
な
ど
の
事
業
計
 

防
犯
協
会
長
を
そ
れ
ぞれ
選
任
、
 

会
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
市
長

が
、「市
民
・
町
民
の
期
待
に
そ

う
べ
く
全
力
を
尽
く
し
た
い
の

で
、
暴
力
排
除
に
一
段
の
奮
起

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
 

り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
 

最
後
に
、
五
所
川
原
地
区
防

犯
指
導
隊
長
の
福
士
孝
一
さ
ん

が
力
強
く
暴
力
追
放
宣
言
を
読

み
あ
げ
、
暴
力
追
放
に
全
力
を
 

▽
八
月
十
一
百
 
板
柳
町
出

身
の
歌
手
北
篠
か
ず
み
さ
ん

ら
一
行
五
人
が
新
曲
「
み
だ
れ

雨
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

事
社
長
佐
々
木
ぬ
菜
さ
ん
ほ
か

社
員
四
人
が
訪
れ
、
テ
ィ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓

子
を
贈
り
ま
し
た
。
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原
市
と
鶴
田
町
の
頁

一
十
八
団

体
、
約
百
五
十
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
暴
力

を
追
放
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
 

し
た
。
 

画
を
は
じ
め
規
約
案
な
どを
原

案
ど
お
り
承
認
。
 

こ
の
あ
と
、会
長
に
佐
々
木

市
長
、
副
会
長
に
中
野
鶴
田
町

長
、
小
野
雄
蔵
五
所
川
原
地
区
 

ま
た
、
工
藤
忠
男
五
所
川
原

警
察
署
長
が
、「暴
力
団
を
恐
れ

る
こ
と
な
く
、
勇
気
を
も
っ
て

明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
 

マ
九
月
十
九
日
 
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ

の
一
行
三
十
四
人
が
コ
ー
ラ

ス
、
手
踊
り
、
民
謡
で
激
励
し

ま
し
た
。
 

▽
十
月
二
十
三
日
 
羽
藤
商
 

▽
十
一
月
二
十
日
 
日
蓮
宗

遠
光
寺
住
職
江
利
山
義
隆
さ
ん

ほ
か
三
人
が
説
教
を
し
映
画
を

上
映
、お
菓
子
を
贈
り
ま
し
た
。
 .

 

の
 

選
考
に
あ
た
っ
た
審
査
委
員

長
の
辻
茂
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
長
が
、「論
文
か
ら
新
し

い
青
森
、
住
み
よ
い
五
所
川
原

を
希
求
す
る
心
情
が
ひ
し
ひ
じ

伝
わ
っ
て
き
た
。
甲
乙
つ
け
が

た
い
作
品
で
慎
重
に
審
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
講
評
を

述
べ
ま
し
た
。
 

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
 

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
 

ま
し
た
。
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暴力追放を宣言した設立総会 

入賞おめでとう 

暴
力
追
放
推
進
協
を
設
立
 

一
 

市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
が
募

集
し
て
い
た
、コ
ー
十
一
世紀
の

五
所
川
原
」
論
文
の
表
彰
式
が

十
二
月
十
九
日
午
後
三
時
半
か

ら
本
町

・五
松
苑
に
被
表
彰
者
、
 

審
査
委
員
、
父
兄
、
引
率
の
先

生
方
な
ど
五
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
佐
々
木
市
長

が
部
門
ご
と
に
入
賞
者
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
の
図
書

券
を
手
渡
し
た
あ
と
、「論
文
の

趣
旨
を
基
本
政
策
に
生
か
し
、
 

後
世
に
伝
え
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
 

表彰状を受ける笠井実さん 

r
 ノ

、
 

る
 

」
 

間
 

園
 

慰
 

を
 

み
 

暴
力
の
な
い
 

安
全
な
ま
ち
を
 

乙
 

I 

(第703号)②

五
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川
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地
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暴
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進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
、
十

二
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
半

か
ら
市
中
央
公
民
館
に
五
所
川

設
立
総
会
で
は
、
発
起
人
代

表
の
佐
々
木
市
長
が
あ
い
さ
っ

し
た
あ
と
議
事
に
入
り
、
暴
力

相
談
所
の
開
設
な
ど
の
事
業
計

暴
力
の
な
い

安
全
な
ま
ち
を

防
犯
協
会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
、

会
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
市
長

が
、
「
市
民
・
町
民
の
期
待
に
そ

う
べ
く
全
力
を
尽
く
し
た
い
の

で
、
暴
力
排
除
に
一
段
の
奮
起

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
五
所
川
原
地
区
防

犯
指
導
隊
長
の
福
士
孝
一
さ
ん

が
力
強
く
暴
力
追
放
宣
言
を
読

み
あ
げ
、
暴
力
追
放
に
全
力
を

H

暴
力
の
な
的
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
u

原
市
と
鶴
田
町
の
百
二
十
八
団

体
、
約
百
五
十
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
暴
力

を
追
放
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。

画
を
は
じ
め
規
約
案
な
ど
を
原

案
ど
お
り
承
認
。

こ
の
あ
と
、
会
長
に
佐
々
木

市
長
、
副
会
長
に
中
野
鶴
田
町

長
、
小
野
雄
蔵
五
所
川
原
地
区
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平成 2年(1990年)1月15日

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
普
い

ま
し
た
。

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
工
藤
忠
男
五
所
川
原

警
察
署
長
が
、
「
暴
力
団
を
恐
れ

る
こ
と
な
く
、
勇
気
を
も
っ
て

明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く

入賞おめでとう

「一く
一る
…ふ
固
と
を
一慰
問

マ
八
月
十
二
日
板
柳
町
出
事
社
長
佐
々
木
ぬ
ゑ
さ
ん
ほ
か

身
の
歌
手
北
僚
か
ず
み
さ
ん
社
員
四
人
が
訪
れ
、
テ
ィ
シ
ュ

ら
一
行
五
人
が
新
曲
「
み
だ
れ
ペ
ー
パ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菜

雨

」

を

披

露

し

ま

し

た

。

子

し

た
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マ
九
月
十
九
日
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
コ

ー
ラ
ス
ク
ラ
プ

の
一
行
三
十
四
人
が
コ
ー
ラ

ス
、
手
踊
り
、
民
謡
で
激
励
し

ま
し
た
。

マ
十
月
二
十
三
日

羽
藤
商

表彰状を受ける宣井実さん

回国.

市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
が
募

集
し
て
い
た
、
「
二
十
一
世
紀
の

五
所
川
原
」
論
文
の
表
彰
式
が

十
二
月
十
九
日
午
後
三
時
半
か

ら
本
町
・
五
松
苑
に
被
表
彰
者
、

審
査
委
員
、
父
兄
、
引
率
の
先

生
方
な
ど
五
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
佐
々
木
市
長

が
部
門
ご
と
に
入
賞
者
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
の
図
書

券
を
手
渡
し
た
あ
と
、
「
論
文
の

趣
旨
を
基
本
政
策
に
生
か
し
、

後
世
に
伝
え
た
い
」
と
あ
い
さ

つ。

マ
十
一
月
二
十
四
日
蓮
宗

遠
光
寺
住
職
江
利
山
義
隆
さ
ん

ほ
か
三
人
が
説
教
を
し
映
画
を

上
映
、
お
菓
子
を
贈
り
ま
し
た
。

関
選
考
に
あ
た
っ
た
審
査
委
員

長
の
辻
茂
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
長
が
、
「
論
文
か
ら
新
し

い
青
森
、
住
み
よ
い
五
所
川
原

を
希
求
す
る
心
情
が
ひ
し
ひ
!し

伝
わ
っ
て
き
た
。
甲
乙
つ
け
が

た
い
作
品
で
慎
重
に
審
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
講
評
を

述
べ
ま
し
た
。



、
 

マ
な
ど
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
愛
き
 
け

ま
し
た
。
 

ょ
う
を
ふ
り
ま
き
、
子
供
や
お
 

年
寄
り
の
事
故
防
止
を
呼
び
か
 

、ミ
偲
燃

譲
謎
一
を表
彰
zク
／
界
 

市
老
連
で
交
通
安
全
対
策
協
議
会
開
く
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
っ
た
十
二
月
十
五
日
の
 

タ
方
、
佐
々
木
市
長
ら
が街
頭

に
出
て
、
学
校
帰
り
の
児
童
・

生
徒
や
買
い
物
の
主
婦
た
ち
に

事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
市
交
通
事
故
防
止

対
策
本
部
の
お
よ
そ
百
人
が
、
 

国
道
一
〇
一
号
線
の
丸
大
交差

点
と
、
国
道
三
三
九
号
線
の
西

北
中
央
病
院
前
交
差
点
な
ど
旧

市
内
の
主
要
交
差
点
四
か
所
に

分
か
れ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

丸
大
交
差
点
で
は
、
タ
ス
キ

が
け
を
し
た
佐
々
木
市
長
は
じ

め
、
工
藤
忠
男
五
所
川
原
警
察

署
長
が
先
頭
に
な
っ
て
、「飲
酒

運
転
を
追
放
し
よ
う
」
と
か
か

れ
た
チ
ラ
シ
と
ワ
ッ
ペ
ン
を
配

り
、
ま
た
市
女
子
職員
が
ふ
ん

装
し
た
パ
ン
ダ
や
ウ
サ
ギ
、
ク
 

交通安全運動ーぬいくるみも―役 

議
感
醸
蟻
醸
畷
鷹
畷
 

ぬいぐるみも交通安全に―役 

麟
轟
声
 

の
玄
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
 表彰状を受けるクラブ会長 
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三
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
プ
 

（竹
谷
ト
キ
部
長
）
が
、財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
平
成
元
年
度
の
自
治

宝
く
じ
助
成
事
業
で
百
万
円
の

助
成
を
受
け
、
模
擬
消
火
訓
練

装
置
（
消
火
マ
ス
タ
ー
）
一
式
 
 を

備
え
ま
し
た
。
 

こ
の
助
成
事
業
は
、自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
自
治
宝
く
じ
受

託
事
業
の
収
入
を
財
源
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
発
な
団

体
に
助
成
し
て
い
る
も
の
で
、
 

同
防
火
ク
ラ
ブ
の
積
極
的
な
防
 
 

前
九
時
半
か
ら
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
八
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
て

開
か
れ
、
 一
年
間
無
事
故
だ
っ

た
愛
生
会
老
人
ク
ラ
ブ
（敷
島

町
）
な
ど
十
八
の
老
人
ク
ラ
ブ

を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

対
策
協
議
会
で
は
、
伊
藤
副

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
 

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
長

の
佐
々
木
市
長
が昭
和
六
十
三

年
の
一
年
間無
事
故
だ
っ
た
十

八
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
に
表

彰
状
を
手
渡
し
、「忙
し
い
歳
末
 
 

に
は
と
く
に
車
に
気
を
つ
け
、
 

全
員
で
元
気
に
新
し
い
年
を
迎

え
て
ほ
し
い
」
と
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
警
察
署
の

伊
藤
晃
交
通
課
長
が
お
年
寄
り

の
交
通
事
故
に
つ
い
て
講
話
を

し
ま
し
た
。
 

無
事
故
で
表
彰
さ
れ
た
老
人

ク
ラ
プ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

愛
生
会

（
敷
島町
）
、錦
松
会
 

（錦
町
）
、旭
煮
本
（旭
町
）
、長

笑
会
薪
町
）
、永
奏
本
（
小
曲）
、
 

楽
生
会
（
平井
町
）
、幾
朗
会
幾

島
町
）
、長
寿
会

（
中泉
）
、高
寿

会

（
高瀬
）
 

鶴
寿
会

（
上
・
下鶴
ケ
岡
）
、
 

長
生
会

（杉
派
立
）
、第

一
・
第

二
長
生
会

（
福
山）
、第
二
喜
楽

会
（
太
刀打
）
、幸
失
パ
命
山
）
、
 

松
鶴
A三
松
島
町
）
、柏
生
会
（
柏

原
町
）
 

市
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会

（
山

形
四
郎
会
長
）
の
交
通
安
全
対

策
協
議
会
が
十
二
月
十
「
百
午
 

火
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
 

今
回
購
入
し
た
も
の
は
、
ほ

か
に
テ
ン
ト
ー
張
と
訓
練
用
消

火
器
十
本
で
、
同
ク
ラ
ブ
の
は

か
ら
い
で
誰
で
も
訓
練
に
利
用

で
き
る
よ
う
五
所
川
原
消
防
署
 

贈られた消火マスター 

③平成2年（1990年）1月15日 (第703号)

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
っ
た
十
二
月
十
五
日
の
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三
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

(
竹
谷
ト
キ
部
長
)
が
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
平
成
元
年
度
の
自
治

宝
く
じ
助
成
事
業
で
百
万
円
の

助
成
を
受
け
、
模
擬
消
火
訓
練

装
置
(
消
火
マ
ス
タ
ー
)
一
式

を
備
え
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
自
治
宝
く
じ
受

託
事
業
の
収
入
を
財
源
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
発
な
団

体
に
助
成
し
て
い
る
も
の
で
、

同
防
火
ク
ラ
ブ
の
積
極
的
な
防

夕
方
、
佐
々
木
市
長
ら
が
街
頭

に
出
て
、
学
校
帰
り
の
児
童

・

生
徒
や
買
い
物
の
主
婦
た
ち
に

事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
市
交
通
事
故
防
止

対
策
本
部
の
お
よ
そ
百
人
が
、

国
道
一

O
一
号
線
の
丸
大
交
差

点
と
、
国
道
三
三
九
号
線
の
西

北
中
央
病
院
前
交
差
点
な
ど
旧

市
内
の
主
要
交
差
点
四
か
所
に

分
か
れ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

丸
大
交
差
点
で
は
、
タ
ス
キ

が
け
を
し
た
佐
々
木
市
長
は
り

め
、
工
藤
忠
男
五
所
川
原
警
察

署
長
が
先
頭
に
な
っ
て
、
「
飲
酒

運
転
を
追
放
し
よ
う
」
と
か
か

れ
た
チ
ラ
シ
と
ワ
ッ
ペ
ン
を
配

り
、
ま
た
市
女
子
職
員
が
ふ
ん

装
し
た
パ
ン
ダ
や
ウ
サ
ギ
、
ク

火
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す。
今
回
購
入
し
た
も
の
は
、
ほ

か
に
テ
ン
ト
一
張
と
訓
練
用
消

火
器
十
本
で
、
同
ク
ラ
ブ
の
は

か
ら
い
で
誰
で
も
訓
練
に
利
用

で
き
る
よ
う
五
所
川
原
消
防
署

マ

な

ど

の

ぬ

い

ぐ

る

み

が

愛

き

・

換

Y
1
1
1
X」

ょ

う

を

ふ

り

ま

、

子

供

や

お

叩

，

一
i

i

一一二

年

寄

り

の

事

故

防

止

を

呼

び

か

ぐ

以

ご

J
三

一

ペ
惚
霊
童

一一を
表
彰
//
ぶ

/

市
老
連
で
交
通
安
全
対
策
協
議
会
開
く

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
山

形
四
郎
会
長
)
の
交
通
安
全
対

策
協
議
会
が
十
二
月
十
三
日
午

の
玄
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

け
ま
し
た
。

表彰状を受けるクラブ会長

前
九
時
半
か
ら
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
八
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
て

聞
か
れ
、
一
年
間
無
事
故
だ
っ

た
愛
生
会
老
人
ク
ラ
ブ
(
敷
島

町
)
な
ど
十
八
の
老
人
ク
ラ
ブ

を
表
彰
し
ま
し
た
。

対
策
協
議
会
で
は
、
伊
藤
副

会
長
が
あ
い
さ
っ
し
た
あ
と
、

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
長

の
佐
々
木
市
長
が
昭
和
六
十
三

年
の
一
年
間
無
事
故
だ
っ
た
十

八
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
に
表

彰
状
を
手
渡
し
、
「
忙
し
い
歳
未

ニヂFマミ吾
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思戚元震度 、.
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に
は
と
く
に
車
に
気
を
つ
け
、

全
員
で
元
気
に
新
し
い
年
を
迎

え
て
ほ
し
い
」
と
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
所
川
原
警
察
署
の

伊
藤
晃
交
通
課
長
が
お
年
寄
り

の
交
通
事
故
に
つ
い
て
講
話
を

し
ま
し
た
。

無
事
故
で
表
彰
さ
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

愛
生
会
(
敷
島
町
)
、
錦
松
会

(錦
町
)
、
旭
老
会

(旭
町
)
、
長

笑
会
薪
町
)
、
永
斐
耳
(
小
曲
)
、

楽
生
会
(
平
井
町
)
、
幾
朗
会
(
幾

島
町
)
、
長
寿
会
(
中
泉
)
、
高
寿

会
(
高
瀬
)

鶴
寿
会
(
上

・
下
鶴
ケ
岡
)
、

長
生
会
(
杉
派
立
)
、
第
一

・
第

二
長
生
会
(
福
山
)
、
第
二
喜
楽

会
(
太
万
打
)
、
幸
生
会
前
山
)
、

松
鶴
会
(
松
島
町
)
、
柏
生
会
(
柏

原
町
)

唱

F
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教
育
振
興
会
等
へ
2
0万
円
 房LLcL L 加/ 包 

市消防団が出初式 

平成2年（1990年）1月15日 

軍
手
・
タ
オ
ル
で
慰
問
 

五
所
川
原
婦
人
会
 

高
瀬
メ
リ
ヤ
ス
 

高
瀬
メ
リ
ヤ
ス
（
高
瀬
勇
代

表
）
は
、
士

一月
二
十
六
日
市

教
育
振
興
会
と
社
会
福
祉
基
金

に
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
を
寄
付
、
 

高
瀬
代
表
が
佐
々
木
市
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

高
瀬
メ
リ
ヤ
ス
の
創
業
二
十

周
年
を
記
念
し
て
贈
っ
た
も
の

で
す
。
 

市
消
防
団
（
加藤
兼
顕
団
長
）
 

恒
例
の
出
初
式
が
一
月
五
日
午

前
十
時
か
ら
元
町
・
平和
町
通

り
に
十
分
団
、
五
百
二
十
人
の

団
員
と
消
防
ポ
ン
プ
車
三
十
一

台
が
出
動
し
て
行
わ
れま
し
た
0
 

観
閲
者
の
佐
々
木
市
長
が団

員
の
服
装
と
ポ
ン
プ車
の
点
検

を
し
た
あ
と
、
堂
々
の
分
列
行

進
。
 

市
庁
舎
前
お
祭
n
広
場
で
は
、
 

本
団
纏
部
二
十
一
人
に
よ
る
ま

と
い
振
り
が
披
露
さ
れ
、
次
い

で
第
五
分
団
第
二
部
な
ど
四
つ

の
優
秀
分
団
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

観
閲
者
の
佐々

木市
自）
ぶ
「決

意
を
新
た
に
生
命
財
産
の
保
持

に
全
力
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と

講
評
、
万
歳
を
三
唱
し
て
終
わ

り
ま
し
た
。
 

昭
和
パ
ー
ル
会
（
木村
健

一

会
長

・
会員
百
三
十
人
）
は
十
 

五
所
川
原
婦
人
会

（
高満
タ

力
会
長
・
会員
四
百
人
）
は
十

二
旦
一
十
一
日
、
五
所
川
原
消
 

二
月
十
九
日
、
社
会
福
祉
基
金

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
十
一
一

万
二
千
十
九
円
を
市
に寄
付
、
 

木
村
会
長
ら
が
佐
々
木
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
昭
和
生
ま
れ
の
事
業

経
営
者
で
作
っ
て
い
る
も
の
で
、
 

十
一
月
二
十
四
日
開
い
た
結
成

十
五
周
年
記
念
式
典
での
募
金

と
、
夏
休
み
家
族
音
災
A
で
の

収
益
金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 
 

防
事
務
組
合
を
訪
れ
軍
手
や
タ

オ
ル
を
贈
っ
て
慰
問
し
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
高
満
会
長
ら
役

員
十
人
が
軍
手
と
タ
オ
ル
八
十

人
分
を
持
参
し
、高
満
会
長
が
 

「日
頃
、
生
命
財
産
を
守
っ
て

く
れ
る
お
礼
で
す
。
み
ん
な
で
 

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
山
 

上
消
防
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
婦
人
た
ち
は
、
消

防
署
幹
部
と
懇
談
、
家
庭
で
で

き
る
日
頃
の
防火
活
動
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
しま
し
た
。
 

菊
美

ム
土
藤
由
美
子
会
長

・
 

歳
末
助
け
合
い
 

に
と
四
万
余
円
 

東
奥
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

店
（
今
井
政
憲
支店
長
）
は
十
 

（
一月
二
十
六
日
、歳
末
助
け
合

い
資
金
に役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
四
万
六
十
六
円
を
市
に
寄付

し
ま
し
た
。
 

十
二
月
士
一
日
、
五
松
苑
で

開
い
た
支
店
合
同
忘
年
パ
ー
テ

ィ
ー
で
の
募
金
と
、
主
旨
に
賛

同
し
た
貯
金
会
・
皿成
会

（
山

口
徳
二
会
長
）
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
 

ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
長内
久
会

長
）
、
ア
ッ
プ
ル
会

（小
田
桐

悦
子
会
長
）
、
そ
れ
に
支
店
職

員
が
協
力
し
た
も
の
で
す
。
 

会
員
百
五
十
人
）
は
十
二
月
十

九
日
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
二
万
二
千
三
百

六
十
五
円
を
市
に
寄付
、
工
藤

会
長
が
佐
々
木
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
 

同
会
は
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム
の
利
用
者
が
集
ま
っ
て
結

成
さ
れ
た
も
の
で
、
十
月
二
十

九
日
に
開
い
た
バ
ザ
ー
の
益
金

を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

福
祉
基
金
に
と
1
2万
2
千
余
円
 

社
会
福
祉
に
と
2
万
2
千
余
円
 

戸
 

r
 

市
消
防
団
茄
藤
兼
顕
団
長
)

恒
例
の
出
初
式
が
一
月
五
日
午

前
十
時
か
ら
元
町
・
平
和
町
通

り
に
十
分
団
、
五
百
二
十
人
の

団
員
と
消
防
ポ
ン
プ
車
三
十
一

台
が
出
動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
閲
者
の
佐
々
木
市
長
が
団

員
の
服
装
と
ポ
ン
プ
車
の
点
検

を
し
た
あ
と
、
堂
々
の
分
列
行

進。
市
庁
舎
前
お
祭
旦
広
場
で
は
、

本
団
縄
部
二
十
一
人
に
よ
る
ま

と
い
振
り
が
披
露
さ
れ
、
次
い

で
第
五
分
団
第
二
部
な
ど
四
つ

の
優
秀
分
団
を
表
彰
し
ま
し
た
。

観
閲
者
の
佐
々
木
市
長
が
「
決

意
を
新
た
に
生
命
財
産
の
保
持

に
全
力
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と

講
評
、
万
歳
を
三
唱
し
て
終
わ

り
ま
し
た
。

(第703号)④

軍
手
・
夕
方
ル
で
慰
問

五
所
川
原
婦
人
会

防
事
務
組
合
を
訪
れ
軍
手
や
タ

オ
ル
を
贈
っ
て
慰
問
し
ま
し

た。
こ
の
日
は
、
高
満
会
長
ら
役

員
十
人
が
軍
手
と
タ
オ
ル
八
十

人
分
を
持
参
し
、
高
満
会
長
が

「
日
頃
、
生
命
財
産
を
守
っ
て

く
れ
る
お
礼
で
す
。
み
ん
な
で

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
山

上
消
防
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
婦
人
た
ち
は
、
消

防
署
幹
部
と
懇
談
、
家
庭
で
で

き
る
日
頃
の
防
火
活
動
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

歳
末
助
け
合
い

に
と
四
万
余
円

i里{埜jj;L三l主也!墾住i
市消防団が出初式

五
所
川
原
婦
人
会
(
高
満
タ

カ
会
長

・
会
員
四
百
人
)
は
十

二
月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
消

東
奥
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

庖
(
今
井
政
憲
支
庖
長
)
は
十

二
月
二
十
六
日
、
歳
末
助
け
合

い
資
金
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
四
万
六
十
六
円
を
市
に
寄
付

し
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
、
五
松
苑
で

聞
い
た
支
居
合
同
忘
年
パ
ー
テ

ィ
ー
で
の
募
金
と
、
主
旨
に
賛

同
し
た
貯
金
会
・
平
成
会
(
山

口
徳
二
会
長
)
、
サ
ン
フ
ラ
ワ

ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
(
長
内
久
会

長
)
、
ア
ッ
プ
ル
会
(
小
田
桐

悦
子
会
長
)
、
そ
れ
に
支
庖
職

員
が
協
力
し
た
も
の
で
す
。

広報ごしょがわら

社
会
福
祉
に
と

2
万
2
千
余
円

菊
栄
会
主
藤
由
美
子
会
長
・
会
員
百
五
十
人
)
は
十
二
月
十

九
日
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
二
万
二
千
三
百

六
十
五
円
を
市
に
寄
付
、
工
藤

会
長
が
佐
々
木
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

同
会
は
、
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
利
用
者
が
集
ま
っ
て
結

成
さ
れ
た
も
の
で
、
十
月
二
十

九
日
に
聞
い
た
パ
ザ
1
の
益
金

を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

纏
祉
基
金
に
と

η
万
2
千
余
円

教
育
振
興
会
等
ヘ
初
万
円

高
瀬
メ
リ
ヤ
ス

高
瀬
メ
リ
ヤ
ス
(
高
瀬
勇
代

表
)
は
、
十
二
月
二
十
六
日
市

教
育
振
興
会
と
社
会
福
祉
基
金

に
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
を
寄
付
、

高
瀬
代
表
が
佐
々
木
市
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

高
瀬
メ
リ
ヤ
ス
の
創
業
二
十

周
年
を
記
念
し
て
贈
っ
た
も
の

で
す
。

昭
和
パ

l
ル
会
(
木
村
健
一

会
長
・
会
員
百
三
十
人
)
は
十

二
月
十
九
日
、
社
会
福
祉
基
金

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
十
二

万
二
千
十
九
円
を
市
に
寄
付
、

木
村
会
長
ら
が
佐
々
木
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

同
会
は
昭
和
生
ま
れ
の
事
業

経
営
者
で
作
っ
て
い
る
も
の
で
、

十
一
月
二
十
四
日
聞
い
た
結
成

十
五
周
年
記
念
式
典
で
の
募
金

と
、
夏
休
み
家
族
音
楽
会
で
の

収
益
金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

平成 2年(1990年)1月15日
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⑤平成 2 年（1990年）1月15日 広報ごしょがわら 	 （第703号） 

市では、平成 2 年度に市が発注する工事等の 

入札に参加を希望する建設業者（委託業者を含 

む）及び市の施設へ物品等の供給を希望する業 

者の申請書を受付けしますので、手続きをして 

ください。 

ン受付期間 2 月 1 日から 2 月28日まて4 

）受付場所 財政課契約調達係（市役pJ 4 階） 

ン提出書類 

@）工事等指名競争入札参加希望業者 

1．一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請 

書（建設省統一様式） 

乙添付書類 

①経営事項審査結果通知書（建設業法第27条の 

23第1項に規定されている経営に関する客観 

的事項の審査を受けたもの） 

②工事経歴書 

③営業所一覧表 

④建設業許可証明書 

⑤技術者経歴書 

⑥営業用機械器具調書 

⑦納税証明書（本店が市内にある法人について 

は、代表者個人の納税証明書も添付すること） 

⑧身分証明書（個人） 

⑨登記簿謄本（法人）又は営業証明書（個人） 

（⑩主要取引金融機関名 

4I）委任状（年間を通じて代理人に委任する場合）  

⑩使用印鑑届 

⑩消費税法における課税事業者又は免税事業者 

届書（市内業者のみ） 

⑩その他市長が必要と認める書類 

⑥物品等供給希望業者 

1.物1品等指名競争入札参加資格審査申請書（申 

請用紙は財政課にあります） 

2．添付書類 

①納税証明書（本店が市内にある法人について 

は、代表者個人の納税証明書も添付すること） 

②身分証明書（個人） 

③営業証明書（個人） 

④営業経歴書（個人） 

⑤登記簿謄本（法人） 

⑥財務諸表（法人） 

⑦主要取引金融機関名 

⑧委任状（年間を通じて代理人に委任する場合） 

⑨使用印鑑届 

(i酬肖費税法における課税事業者又は免税事業者 

届書（市内業者のみ） 

⑩その他市長が必要と認める書類 

※書類の不備なものについては、受イ寸いたしま 

せんのでご留意ください。 なお、詳しいことは 

財政課契約調達係（廿電，)21 11番内線330番） 

へお間い合わせください。 

五所川原市制施行35周年記念事業 

扉報寒I柵翁舞悪事募集 
市では、市制施行35周年を記念し、毎月 2 回

発行している広報の 「題字」 を募集します。 

ン応募資格 どなたでも応募できます。（市民及

び市出身者に限る） 

レ応募方法 （①）題字は漢字、ひらがな、ローマ

字、カタカナ又はその組合わせいずれでも可、 

色は黒一色。 用紙は画用紙かケン ト紙。 ②縦 

3.3cm、横15.5cmの長方形の中に自由にデザイ

ンしてください。（「広報ごしょがわら」の表現

にはこだわりません。）（③）デザインの簡単な説

明と住所、氏名を付記してください。 

ン応募制限 1人何点でもかまいません。 

）賞 特選1点（図書券 3 万円分）、準特選 2 点 

（同2 万円分） 

ン応募締切 2 月28日 

ン発表 広報ごしょがわら4月15日号紙上（予定）  

レ審査員 伊藤正規画伯 

清川滋圃青森放送五所川原支局長 

大川次盛青森テレビ五所川原支局長

釜落裕市教育長 

ンその他 他市町村の題字を参考にしたい方に

は、資料をおあげしますのて川i企画調整課へ

ご連絡ください。 

レ応募先及び間い合わせ先 

市企画調整課（9 037 五所川原市字岩木町12 

廿電，)2 111番内線318番） 

⑤平成2年(1990年)1月15日 広報ごしょがわら (第703号)

市では、平成 2年度に市が発注する工事等の

入札に参加を希望する建設業者(委託業者を含

む)及び市の施設へ物品等の供給を希望する業

者の申請書を受付けしますので、手続きをして

ください。

[>受付期間 2月 1日から 2月28日まで

[>受付場所財政課契約調達係(市役所4階)

[>提出書類

。 工事等指名競争入札参加希望業者

1.一般競争(指名競争)入札参加資格審査申請

書(建設省統一様式)

2.添付書類

①経営事項審査結果通 知書(建設業法第27条の

23第 1項に規定されている経営に関する客観

的事項の審査を受けたもの)

②工事経歴書

③営業所一覧表

④ 建設業許可証明容

⑤技術者経歴書

⑥営業用 機械器具調

⑦納税証明書(本庖が 市内にある法人 について

は、代表者個人の納税証明書も添付すること)

③身分証 明書(個人)

⑨登記簿謄本(法人)又は営業証明書(個人)

⑬主要取引金融機関名

⑪委任状(年聞を通じて代理人に委任する場合)

⑫使用印鑑届

⑬消費税法における課税事業者又は免税事業者

届害(市内業者のみ)

⑬その他市長が必要と認める書類

。 物品等供給希望業者

1.物品等指名競争入札参加資格審査申請書(申

請用紙は財政課にあります)

2.添 付 替 類

①納税証明書(本庖が市内にある法人について

は、代表者個人の納税証明書も添付すること )

②身分証明書(個人)

③営業証明書(個人)

④営業経歴書(個人)

⑤ 登 記 簿 謄 本 ( 法 人 )

⑥財務諸表(法人)

⑦ 主 要 取 引 金 融機関名

⑥委任状(年聞を通じて代理人に委任する場合)

⑨使用印鑑届

⑬消費税法における課税事業者又は免税事業者

届害(市内業者のみ)

⑪その他市長が必要と認める書類

※書類の不備なものについては、受付いたしま

せんのでご留意ください。なお、詳しいことは

財 政 課 契 約 調 達 係 (宮⑮ 2111番 内 線330番)

へお問い合わせください。

五所川原市制施行35周年記念事業

市では 、市制施行35周年を記念し、毎月 2回

発行している広報の「題字」を募集します。

[>応募資格 どなたでも応募できます。(市民及

び市出身者に限る)

[>応募方法 ①題字は漢字、ひらがな、ローマ

字、カタカナ又はその組合わせいずれでも可、

色は黒一色。用紙は画用紙かケント紙。②縦

3.3cm、横15.5cmの長方形の中に自由にデザイ

ンしてください。(r広報ごしょがわら」の表現

にはこだわりません。)③デザインの簡単な説

明と住所、氏名を付記してください。

[>応募制限 1人何点でもかまいません。

[>賞 特選 1点(図書券 3万円分)、準特選 2点

(同 2万円分)

[>応募締切 2月28日

[>発表 広報ごしょがわら4月15日号紙上(予定)

[>審査員伊藤正規画伯

清川滋圃青森放送五所川原支局長

大川次盛青森テレピ五所川原支局長

釜落裕市教育長

[>そ の他 他市町村の題字を参考にしたい方に

は、資料をおあげしますので市企画調整課へ

ご連絡ください。

[>応募先及び問い合わせ先

市企画調整課(〒037五所川原市字宕木町12

2 ⑮ 2111番内線318番)



平成 2 年（1990年）1月15日 広報ごしょが、わら 	 （第703号）⑥    

平成2年合同除厄祈願祭 

（案 内） 

レ対象者 

男―昭和24年4 月 2 日～昭和25年 4 月1日生

まれの方 

女ー昭和33年4 月 2 日～昭和34年4 月1日生

まれの方 

レ日時 2 月25日（日）午後1時 

ン場所 市中央公民館 

ン会費 男10,000円 女9.000円（ただし祈願

だけの方は6,000円） 

~ ン案内 対象者へは別途郵便で案内いたします。 

（案内のない方、市外の方でも希望される方

は事務局までお問い合わせくださいJ 

）申し込み受付け期間 1月16日（火）-2月5日（月） 

ン申し込み先 会費を添えて事務局までお願い

します。（なお、都合により事務局までおいて’ 

願えない方は実行委員へ） 

実行委員会委員長 山口孝夫（"（③ 5)2996番） 

事務局（市役所内 廿電5)2 111番） 

都 市 計 画 課 高 橋 満 直（内線235) 

土 地 改 良 課 白 戸 幸 一（内線223) 
税 	務 	課 藤 森 義 久（内線201) 
監査委員事務局 宮 崎 昌 	子（内線341) 
収 	納 	課 渋 谷 志保子（内線 2 1 3) 

水 道 事 業 所 内 山 和 子（”⑩9111番） 

世界圏締買◇

冒協狗《港審い 

農林水産省では、平成 2年 2 月1 日現在で「世

界農林業センサス」 を実施します。 調査員がお

伺いして、農林業の経営状況などをお尋ねしま

すので、 ご協力をお願いします。 

※この調査についてご不明の点は、市企画調整

課統計調査係（＝亘3)2 111番内線315番）ノ、 

お問い合わせください。 

平成2年度 

市●県民税申告相談 
税の正確を期するため、必ず申告してくださ

るようお願いします。 

会場は次のとおりです。 これ」こよ外の地区につ

いては 2 月1 日号でお知らせします。 

地区 月 日 曜
  

対象区域 時 間 相談会場 

三
 
好
  

2 ・ 2 

2 ・ 5 
2 ・ 6 

金
 
月
火
 

ケ
 
瀬
岡
川
川

高
鶴
藻
藻
  

9 : 2O- 
15 : 00 

コミュ，ニ
テイセン 
ター三好 

中
 
川
 

 

2 ・ 7 

2 ・ 8 

水
 
木
 

飯
  

山
井
詰
田

泊
 

川
種

沖
桜
中
  

9 : 20- 
15 : 00 

コ
テ
タ
 
ミ

イ
一
 
ュ

セ
中
 
ニ
ン

川
 

飯
詰
  

2・ 9 

2・13 

金
 

火
 

橋
下
橋
 
岩
 
上
崎

下
  

9: 20- 
15 : 00 

コミュニ
テイセン 
ター飯詰 

七
 

和
  

2・14 

2・15 

2・16 

水
 
木
 

金
 

原 	子 
俵 	元
羽野木沢 
高 	野
前田野目
持子沢 

9 : 20- 
15 : 00 

コ
テ
タ
 
ミ

イ
一
 
ュ

セ
七
 
ニ
ン

和
 

梅
沢
  

2・19 
2・20 

月
火
 

梅
中
 
田

泉
  

9 : 20- 
15 : 00 

梅’尺コ ミ
コ．ニテイ 
・センター 

※申告書は、申告相談会場に備え付けしてあり

ます。 

く回腿鶴おり） 

所得税の確定申告は正し〈、お早目に 

平成元年度分の所得税の確定申告は、 2 月16 
日（金）からスター トーです。 

期限の 3月15日（木）ま・でに申告しなかったり、 

誤った申告をしますと、不足の税金だけでなく、 

加算税や延滞税も納めなければなりません。 

出足良いスタートで、申告・納税スッキリ完

了．ノ 

ー 	 、 

飼罰回囲爾』園鳳Qoワ呂昌手可バ乃主催五所川原市観光協会 1 
レ催し物⑨ 2月10日（午後 6時～） 	前夜祭、ロソクコノサート、ゲーム大会ーお祭り広場 

02月11日（午前 9時30分～）…歌謡・民謡・民謡手踊りコンクールー市民文化会館 	（ 

02月11日（午前 9時45分～） 第 4 回五所川原津軽タコ揚げ大会ー藻川地内（協賛） 	I 
02月12日（午前10時～） 	ズグリ回し・雪上親子綱引き・雪上カルタ大会一お祭り広場 i 

※参加資格等のお間い合わせは、市商工観光課内協会事務局へ（か⑩2 111番内線260番） 	1 

平成 2年(1990年)1月15日 広報 ごしょがわら (第703号)⑥

平成2年合同除厄祈願祭

(案内)

じ〉対象者

男 一昭和24年 4月 2日~昭和25年 4月 1日生

まれの方

女 一昭和33年 4月 2日~昭和34年 4月 1日生

まれの方

1>日時 2月25日(日)午後 1時

b場所市中央公民館

1>会費男10，000円 女 9，000円(ただし祈願

だけの方は6，000円 )

1>案内 対象者へは別途郵便で案内いたします。

(案内のない方、市外の方でも希望される方

は事務局までお問い合わせくださしサ

1>申し込み受付け期間 1月16日伏)-2月5日(月)

じ〉 申し込み先 会費を添えて事務局までお願い

します。(なお、都合により事務局までおいで

願えない方は実行委員へ)

実行委員会委員長 山口孝夫 (ft⑮ 2996番 )

事務局(市役所内 宮⑮ 2111番 )

都市計画課高橋 満 直(内線 235) 

土地改良課白戸幸 一 (内線 223) 

税務課藤森義久(内線 20 1 ) 

監査委員事務局宮崎昌子(内線34 1 ) 

収 納 課渋谷志保子(内線2 1 3) 

水道事業所内山和子(宮⑮ 9111番 )

uooo早世田自由自

〈旨3ク号~~(g回抱~~@(h\J

農林水産省では、平成 2年 2月 1日現在で「世

界農林業センサス」を実施します。調査員がお

伺いして、農林業の経営状況などをお尋ね しま

すので、ご協力をお願いします。

※この調査についてご不明の点は、市企画調整

課統計調査係 (ft⑮ 2111番内線 3 15番 )へ

お問い合わせください。

平成2年度

市・県民税申告相談
税の正確を期するため、必ず 申告してくださ

るようお原頁いしま す。

会場は次のとおりです。 これ以外の地 区につ

いては 2月 1日号でお知 らせ します。

地区 月日 躍 対象区域 時間 相談会場

2・2 金 I笥 i頼
9 : 20- コミュニ鶴ケ岡

2・5 月 藻 、JlI
15 : 00 ティセン

女子 2・6 火 藻 JII タ一三好

中
2 . 7 オt JII 山

種 井
9 : 20-

コミュニ
2・8 木 沖飯詰 ティセン

桜 田
15: 00 ター中川

JlI 
中 泊

飯
2・9 金 橋上

9 : 20-
コミュニ

下岩崎 ティセン
雪ロ士口

2 . 13 火 橋下
15 : 00 

ター飯詰

七
2 . 14 水 原 子

f表 JL 

2・15木 羽里子木沢 9 : 20- コミュニ

高 里子 15 : 00 
ティセン
ター七和

和
2 . 16 金 前田野目

持 子 沢

梅 2 . 19 月 梅 田 9 : 20- 将軍v尺コ ミ

沢 2 .20 火 中 泉 15 : 00 
コーニニ T イ

センター

※申告書は、申告相談会場に備え付け してあり

ます。

〈国司法&ψ 〉
所得税の確定申告は正しく、お早目に

平成元年度分の所得税の確定申告は、 2月16

日幽か らスタートです。

期限の 3月15日(木)までに申告し なかっ たり、

誤 った申告をしますと、不足の税金だ けでな く、

加算税や延滞税も納めなければなりません。

出足良いスタートて¥申告・納税ス ッキリ 完

了/

問。固~駒田思Q o ヨE認手イ!)~砂主催五所川原市観光協会 ;
b催 し物 @2月10日(午後6時-)…・一前夜祭、ロ ァクコンサート、ゲーム大会ー お祭り広場。2月11日(午前 9時30分-).歌謡 ・民謡・民謡手踊りコンクールー市民文化会館。2月11日 (午前 9時45分-)…第4回五所川原津軽タコ揚げ大会一藻川地内 (協賛)

¥ @2月間 (午前10時-) ズグリ回し 雪上親子綱引き 雪上カルタ大会ーお祭り広場 ! 
i ※参加資格等のお問い合わせは、市商工観光課内協会事務局ヘ (ft⑮2111番内線260番) : 
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書 	名 著者名 書 	名 著者 名 

「知」のコレクターたち 梅悼忠夫 鏡 花 幻 想 竹田真砂子 

小野小町の一生 和泉竜一 巨 	人 	伝 津本 陽 

日 本 刺 青 論 松田 	修 南部九戸落城 渡辺喜美子 

非 常 時 日 本 講 談 社 
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山内美郷 

雪国からの提言 星野行男 老い時のかさなり 横山貞子 

家庭防災思考 田村 修 時代小説の愉しみ 隆 慶一郎 

明日の天気の読み方 服部敦子 旅はョーロッパ 高橋謙三 

農 民 志 願 橋本紘二 ジ 
エ
 
ッ
 

ト結
 
娘

婚
 
が

す
 
る
 
時
 

沖藤典子 

乳がん37人の体験 
私たちは生きる ワット・隆子 う っ わ の 歌 神谷美恵子 

家 族 依 存 症 斎藤昌学 辰五郎維新事件帖 海渡英祐 

男前になってほしい 大橋 	歩 この生 この死 立川昭二 

こまごま古道具 加藤恵子 ペルソナ・ノン・グラータ 夏樹静子 

気くばり電報文例 桔梗 泉 鵜 を 抱 く 女 福田百合子 
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浜名紹代 明治バべルの塔 山田風太郎 

ママはリフオーム屋 森 南海子 賞ナシ罰アリ猫もいる 安部譲二 

桂のクッキー屋さん 森村 桂 時の過ぎゆくままに 田中真紀子 

収 納 家 具 竹内二郎 書 物 の 戦 い 武藤 功 

120 キロの快速球 永谷 	惰 光る源氏の物語 大野 	晋 

俳
下
 
句

手
 
は
で
 
か
 
ま
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な
 

結城 治 父 	の 	森 狩野絵美子 

平成2年度学生ニ次募集案内 
―青森高等技術専門校― 

青森技術専門校では、平成 2 年 3 月に高等学

校を卒業見込みの方を次のとおり募集します。 

科 	名 募集人員 訓練期間 

電子機器科 

」r
男
 

若

(
 

名
如
 

干

1
1
 

 

1 	年 

配 管 科 

4プI)-I科 
測 量 科 

計 

）願書受付期間 3 月 9 日まで 

）選考日 3 月13日 

※詳しくは、青森県立青森高等技術専門校（青 

森市野尻字今田43 - 1胃 0177（⑩5727番）訓練 

課まで。 

⑦平成 2 年（1990年）丁月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第703号） 

平成2年度入学生募集 
一県立弘前高校通信制― 

自宅と日曜スクーリング（昼間）で学習しな 

がらリポートを作成し、規定の単位を修得しま 

すと高等学校卒業の資格が得られます。 

職業や年齢に関係なく学べますので、いろい 

ろの立場の人達がおり、勉学に、スポーッに一 

生懸命です。 また、全日制・定時制高校等で取 

得した単位を生かして、該当する学年へ転入・ 

編入もできます。 さらに、希望する科目だけを 

学ぶこともできます。 

入学願書と入学案内は、120円切手を同封し下 

記へ請求してください。返信用封筒は不要です。 、 

出願期限は、3月5日～4月7日です。 

なお、就学前の子どもさんのための託児室も 

設けています。 そのほか、学習の仕方など詳し 

い事を知りたい方は、県立弘前高等学校通信制 

（〒036 弘前市新寺町一番地廿01 72電②）9424番） 

へお間い合わせください。 

	平成元年度 

下期就労前講習会開催 

ぬ
  

課 実施年月日 場 	所 備 	考 

1
  

玉 	掛 
2 月20日 

~ 22日 

西
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経
月
 
以

験
以
 
上
 

上
  

2
  

移動式クレーン ク ク 満18歳以上 

ン定員 30名（ 2 課目受講のこと） 

レ受講料 無料 

ン申し込み期限 2 月 6 日（定員になり次第締切） 

レ必要書類 （I）返信用封筒（62円切手貼付）ー住 , 
所氏名記入（②）写真 2 枚③出稼労働者手帳 

※申し込みや詳しいことは、五所川原公共職業 

安定所（＝⑩31 71番）へどうそ％ 

細層畠《れ⑩吾暑閲回闘4、 
お互い励まし合い、連携を深めるため加入し 

てみませんか。 事務局は、市社会福祉協議会（（⑩） 

3494番）にあります。 

五所川原市手をつなぐ親の会（会長坂本甚作） 

また、知恵おくれの子（者）の家族のいろい 

ろな相談に応潟‘るため、次の方々が県から相談 

員として委嘱されています。 

いつでもお気軽にご相談ください。 

◇相談員 

坂本 甚作（三ツ屋 電，)3 0 4 8) 

木村 一雄（雛 田 （⑩ 5 0 0 4 ) 

長岡ハチエ（若 葉 ⑩75 2 3) 

田
 
葉
 

⑩
⑩

⑩
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:!F 名 著者名 ;! 名 J著者名

「知Jのコレクターたち 梅持忠夫 鏡花幻想 竹田真砂子

小野小町の一 生 和泉竜一 巨 人 伝 津本 陽

日本刺育論 松田 修 南部九戸落城 渡辺喜美子

非常時日本 講談社
明日は今紫臼より 山内美郷a，1らしい

雪国からの提言 星野行男 老い時のかさをり 償山貞子

家庭防災思考 田村 修 H幸代小説の愉しみ 隆慶一郎

明日の天気の読み方 服部敦子 旅はヨーロァパ 高橋謙 三

農民志願 繍本紘 二
ジェ y ト締k良カず

T中藤典子結するH年
乳がん37人の体験

ワット隆子 うつわの歌 神谷美恵子私たちは生きる

家族依存症 斎藤昌学 辰五郎維新事件帖 海渡英祐

男前になってほしい 大橋 歩 この生この，死 立川昭二

こまごま古道具 加藤恵子 ベルソナノングラータ 夏樹静子

気くばり電報文例 桔梗 泉 約を抱く女 福田百合子

子育ては
浜名紹代 明治パベルの浴 山田風太郎

ステキなしごと

ママはリフォーム屋 森南海子 賞ナシ飼7')1;置もいる 安部議 二

桂のクァキー屡さん 森村 桂 時の過ぎゆくままに 田中真紀子

収納家具 竹内二郎 害物の戦い 武藤 功

120キロの快速球 永谷 1青 光る源氏の物語 大野 晋

俳下句は 結城 治 父 !l) 森 狩野絵美子手でかまわない

平成2年度学生二次募集案内
-青森高等技術専門校

青森技術専門校では、平成 2年 3月に高等学

校を卒業見込みの方を次のとおり募集します。

科 名 |募集人員|訓練期間

電子機器科

若干名 I1 年
(男女)

ιi 

品

44R

じ〉願書受付期間 3月 9日 まで

じ〉選考日 3月13日

※詳しくは、青森県立青森高等技術専門校(育

森市野尻字今回43-1宮 0177⑮ 5727番)訓練

課まで。

(第703号)

平成2年度入学生募集
一県立弘前高校通信制-

自 宅 と 日 曜 ス ク ー リ ン グ ( 畳 間 ) で 学 習 し な

がらリポートを作成し、規定の単位を修得しま

すと高等学校卒業の資格が得られます。

職業や年齢に関係なく学べますので、いろい

ろ の 立 場 の 人 達 が お り 、 勉 学 に 、 ス ポ ー ツ に 一

生懸命です。また、全日制・定時制高校等で取

得した単位を生かして、該当する学年へ転入・

編入もできます。さらに、希望する科目だけを

学ぶこともできます。

入学願書と入学案内は、120円切手を同封しJ下

記へ請求してください。返信用封筒は不要です。

出願期限は、 3 月 5 日~4月ワ日 です。

なお、就学前の子どもさんのための託児室も

設けています。そのほか、学習の仕方など詳し

し当事を知りたい方は、県立弘前高等学校通信制

(〒036弘前市新寺町一番地雷 0172⑫ 9424番)

へお聞い合わせくなさい。

一一一一一平成元年度

下期就労前講習会開催

じ〉定員 30名(2課目受講のこと)

l>受講料 無料

l>申し込み期限 2月 6日(定員になり次第締切)

l>必要書類 ① 返 信 用封 筒 (62円切手貼付)一住

所氏名記入②写真 2枚③出稼労働者手帳

※申し込みや詳しいことは、五所川原公共職業

安定所(宮⑮ 3171番)へどうぞ。

姐巴~~ûi1@)号号関9悶ヘ
お互い励まし合い、連携を深めるため加入し

てみませんか。事務局は、市社会福祉協議会(@

3494番)にあります。

五所川原市手をつなぐ親の会(会長坂本甚作)

また、知恵おくれの子(者)の家族のいろい

ろ な 相 談 に 応 ず る た め 、 次 の 方 々 が 県 か ら 相 談

員として委嘱 されています。

いつでもお気軽にご相談ください0

0相識員

坂本甚作 ( 三 ツ 屋 ⑮ 30 4 8) 

木村一雄(雛田⑮50 0 4 ) 

長岡ハチヱ(若葉⑮75 2 3 ) 



江 渡 医 院・

小笠原 内 科 医 院・
兼平内科小児科医院

川崎胃腸科内科医院

木 村 内 科 医 院
健生病院五所川原診療所

佐藤仁外科胃腸科医院
佐藤内科小児科医院
荘 司 内 科 医 院
白戸胃腸科外科医院

清水胃腸科外科医院
西 北 中 央 病 院 

田辺胃腸科外科医院
対馬内科小児科医院
冨田胃腸科内科医院

中村内科医院

中村整形外科病院

永田小児科内科医院
白生会胃腸病院
復 明 堂 医 院
増 田 病 院

三 好 診 療 所
森 田 診 療 所
森内科小児科医院 
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ミニドックを受けよう 
ン実施期間 2 月末日まて、 

ン実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせします。 

レ対象者 昭和25年3月31日までに生まれた方。 

レ受診方法 市役戸斤衛生課、各支所窓口に備え

付けの用紙がありますので保険証持参のうえ

おいでください。 なお受イ寸時に下記の医療機

関αハvずれで受診するのか指定してください。 

ン受診料 無耕斗 

レ診査項目 問診、身体測定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査 

⑥実施医療機関名 

※上記についてのお問い合わせは、市衛生課（廿

⑩2111番内線268. 272番）へどうぞ。 

含周の園圏也ンり＝個国目 
2 月 2 ・ 9 ・16‘・ 23日です。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10時～午後 3 時 

ン内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

に1志じますので、赤ちゃんからお年寄りまて冬 

お気軽にご利用ください 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センタ 

レ受付時間 12 : 45-13: 00まてる 

レ持参するもの 母子1建康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る。） 

（動高気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 	容 

3 カ月児 H元年10月生 2 月13日因 健康診査 

6 カ月児 H元年 7 月生 2 月20日因 健康相談 

1 	歳 児 H元年1月生 2 月26日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 .S 63年 8 月生 2 月27日因 健康診査 

3 歳 児 S61年10月生 2 月15日困 健康診査 

鰯園載冒⑩畠鋼昌世 
塩が命を縮めるノ 	家庭の味がちょっぴり 

塩明ぐになりすぎていないか、 これを機会にみな 

おしてみませんか。 

レテーマ 塩分を 1日 lOg 以下に1威らしましょ 

レ時間 	9:30- 13:30 

ン内容 （工）栄養士による減塩食事指導＠）家庭の

みそ汁塩分測定（③）1日の食事の塩分量の計算

レ持参するもの 健康手帳、筆記用具、ェプロ

ン、ふきん、 ごはん、みそマ十（り、ビンなど（こ

入れて）、食事診断用紙（地区保健協力員から

もらーってください） 

レ申し込み方法 地区の保健協力員へ（参加申

し込み用紙があります） 

対象地区 開催月日 開催場所 申し込み期間 

飯詰地区 2 月 6 日因 
飯詰コミュニ
テイセンター 

1
 

月
 
2
 
4
 

 
日
4
よ
 
国
で
 

なお、詳しいことは市衛生課（＝電，)21 11番内

線 268 ・ 272 番）へどうぞ。 

o
間

う
時
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2月 2 ・9 ・16'・23日です。(毎週金曜日 )

1>時間午前10時~午後 3時

1>内容血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応 じますので、赤ち ゃんからお年寄 りまで

お気軽にご利用ください。

乳幼児の健康診査
仁〉場所市保健センター

仁〉受付時間 12 : 45~13 : 00まで

1>持参するもの 母 子 健 康 手 帳 、 パ ス タ オ ル。

3歳児は尿検査も行いますので¥当日小ビ ン

に尿を入れでもってきてください。

※注意①6カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫(小児がん)の検査セ ッ トを配付 しますが、

当日 つ ごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセ ッ トをもらいに きてくだ

さい。 (ただ L生後 6カ月、 7カ月児に限る 。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)のお子さん

はご遠慮ください。

1>実施期間 2月末日まで

1>実施時間 医療機関によ って実施時聞が違い

ますので申し込み時にお知らせします。

1>対象者昭和25年3月31日までに生まれた方。

1>受診方法市役所衛生課、各支所窓口に備え

付けの用紙がありますので保険証持参のうえ

おいでください。なお受付時に下記の医療機

関のいずれで受診するのか指定してくださいo

b受診料無料

1>診査項目 問診、身体測定、血圧測定、心電

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査

@実施医療機関名

ドックを受けよう、、、

月 齢 対象児 期 日 内 市ァM、

3カ 月児 H元年10月生 2月13日(火) 健康診査

6カ月児 H元年7月生 2月20日伏)健康相談

I 歳児 H元年 1月生 2月26日(月) 健康相談

1歳6カ月児 S 63年8月生 2月27日伏) 健康診査

I 3 歳児 S 61年10月生 2月15日(木) 健康診査

江 渡 医 院・田辺胃腸科外科医院

小笠原内科医院 ・対馬内科小児科医院

兼平 内科小児科医院・冨田胃腸科内科医院

川崎 胃腸科内科医院・中村内科医院

木村内科医院・中村整形外科病院

健生病院五所川原診療所・永田小児科内科医院

佐藤仁外科胃腸科医院・臼生会胃腸病院

佐藤内科小児科医院・復明堂医院

荘 司内科医院・増田病院

白戸胃腸科外科医院 ・三 好 診 療 所

清水胃腸科外科医院・森田診療所

西北中央病院・森内科小児科医院

※上記についてのお問い合わせは、市衛生課(宮

⑮'.2111番内線 268、 272番)へどうぞ。

塩が命を縮める/・・・・・・家庭の味がち ょっ ぴり

塩味になりすぎ‘ていないか、これを機会にみな

おしてみませんか。

1>テーマ 塩分を 1日10g以下に減らしまし ょ

7。

1>時間 9 : 30-13 : 30 

1>内容①栄養士による減塩食事指導② 家 庭 の

みそ汁塩分測定③ 1日の食事の塩分量の計算

1>持参する もの 健 康 手 帳 、 筆 記 用 具 、 エ プ ロ

ン、ふきん、ごはん、みそ2十(小ピンなどに

入れて)、食事診断用紙(地区保健協力員から

もら ってください)

1>申し込み方法 地区の保健協力員へ(参加申

し込み用車氏があります)

約自問自⑫窃掘唇喧みんな の健康教室
1>日時 1月26日制午後 1時

1>場所市保健センター

1>講師桂修 二先生
(桂整形外科医院長)

「リウマチ関節について」

北五医師会・市民保健協議会

1>テーマ

1>主催
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な お、 詳し いこ とは 市衛 生課 (宮 ⑮ 2111番内

線 268 ・27 2番)へどうぞ。
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